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　上御殿遺跡は高島市の南部、鴨川の北岸に広がる遺跡で、継体天皇出生伝承地に

ほど近い場所にあります。平成 20年度から発掘調査を開始し、現在も調査は続い

ています。これまでの調査で、弥生時代の終わり頃から中世にいたる約 1,000 年

間流れていた川の跡と、そのほとりに営まれた集落や墓の跡などが見つかりました。

川の跡からはマツリに使われた大量の木製品や土器などが出土しています。

昨年度の発掘調査では、銅剣鋳型が出土し、注目を集めました。
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　写真１は平成 25年度に出土した銅剣の鋳

型です。集落のある平坦な場所から、川へ向

かう斜面で、２枚の鋳型が鋳込み面を合わせ

た状態で出土しました。この鋳型は「双
そう

環
かん

柄
つか

頭
がしら

短
たん

剣
けん

」という剣の鋳型で、柄の頭に二つ

の環がならんでいるのが大きな特徴です。こ

のような短剣は国内だけではなく朝鮮半島に

も例がなく、中国北方地域の春秋戦国時代（約

2700 ～ 2200 年前）のオルドス式銅剣に似

ています。しかし、柄の文様に、日本の銅鐸

や武器形青銅器、中国東北部から朝鮮半島に

多い多
た

紐
ちゅう

細
さい

文
もん

鏡
きょう

に使われる文様が見られま

す。このことからこの鋳型は、オルドス式銅

剣をモデルにして、弥生時代中期から古墳時

代前期頃（2000 ～ 1500 年前）に国内で作

られたものと考えられます。しかし、なぜこ

のような鋳型が高島のこの地にあるのかは謎

です。

　写真２は川のほとりで見つかった古墳時代

後期の古墳で、直径約 12.8 ｍの円墳です。

短辺に石と粘土を積み上げると行った日本海

側地域との交流を示す木棺が、埋葬主体部に

納められていました。木棺からは、青色など

のガラス小玉が約 70点出土しました。埋葬

された人は、ガラス玉を連ねた装身具を身に

つけていたのでしょう。

　写真３・４は川の中から見つかった、奈良

時代から平安時代のマツリに使われた道具で

す。写真３は、土器の表面に「守
もりきみのふなひと

君舩人」と

墨書きされた土師器の甕
かめ

です。写真４は人
ひと

形
かた

代
しろ

です。なかなか面白い顔をしています。こ

のようなマツリに使われた遺物が大量に出土

しており、長年にわたってこの場所がマツリ

を行う場所であったと考えられます。

写真 1 「双環柄頭短剣」の鋳型

写真 3 墨書土器 写真 4 人形代

写真 2 古墳
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　金森西遺跡は、縄文時代から中世の建物の跡や川の跡などが見つかる、集落跡と

して知られている遺跡です。

　平成 23年度から県道の建設工事にともなって調査をおこなってきました。平成

25年度の発掘調査では、古墳時代前期（４世紀頃：約 1,700 ～ 1,600 年前）の玉

作り関係の遺物がたくさん出土して、注目されました。



15

現
地
説
明
会
に
て
配
布
し
た
資
料
が
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　今回の発掘調査では、建物跡や川・溝等が

たくさん見つかりました。とくに川や溝の中

から古墳時代前期の土器などの遺物が非常に

たくさん出土しましたが、この中に玉類を生

産していた証拠となるような遺物が含まれて

いたのです。

　玉とは、おもに石で作ったアクセサリー類

のことで、マカロニのような形の管
くだ

玉
たま

、丸い

頭にしっぽがついたような勾
まが

玉
たま

（写真 5）の

ほかに、丸玉・臼
うす

玉
だま

などがあります。今回見

つかったのは、緑
りょく

色
しょく

凝
ぎょう

灰
かい

岩
がん

という緑色のき

れいな石で作った管玉と、滑
かっ

石
せき

という灰色の

石で作った管玉・勾玉・臼玉です（写真 7）。

これら玉類以外にも滑石の製品では、刀
とう

子
す

（ナ

イフ）や剣の形をまねして作ったものや、糸

を紡
つむ

ぐときに使う紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

、有
ゆう

孔
こう

円
えん

板
ばん

がありま

す（写真 8）。中でも有孔円板がもっともた

くさん出土しましたが、これはうすい滑石製

の円板に小さな穴を開けたボタンのようなも

ので、鏡の形をまねして作ったと考えられて

います。穴は一つのものと二つのものがあり、

大きさには大（直径約３㎝）・中（直径約２㎝）・

小（直径約 1.5㎝）の３種類があります。大

きさや穴の数に何か約束ごとでもあったので

しょうか。

　見つかった玉類や滑石製品の一部には、完

成品のほかに、作っている途中のもの（未成

品）や、作っている途中にこわれたもの（破

損品）があり（写真 7）、また、原料の石や、

石を加工する時に出る石屑（剥片）も見つかっ

ています。このことから、今回調査をした場

所の近くに、玉作りをしていた工房があった

のではないかと考えられるのです。

写真 5 勾玉が出土した状況 写真 6 緑色凝灰岩系

写真 7 滑石未製品 写真 8 滑石製品
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　吉身西遺跡は、縄文時代から中世の集落跡として知られている遺跡です。

　平成 25年度に滋賀県成人病センター改築工事にともなう発掘調査をおこないま

した。古墳時代から平安時代の建物の跡、墓、マツリをした跡などが見つかりまし

た。古墳時代中期（５世紀頃：約 1,600 ～ 1,500 年前）の古墳を対象としたマツ

リの跡が見つかったことで注目されます。
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　今回の発掘調査では、古墳時代前期（４世

紀）の建物跡と方形周溝墓（写真９）、古墳

時代中期の円墳、古墳時代後期（６世紀後半）

と奈良時代から平安時代（８世紀～９世紀）

の建物の跡やマツリの跡などがみつかり、長

い時間にわたって人びとが、ここで生活をし

てきたことがわかりました。

　さて、古墳が信仰の対象になっていた跡と

はどのようなものなのでしょうか。古墳はそ

の当時の有力者の墓なのですが、信仰の対象

になっていたと考えられるのは、古墳時代中

期の直径 25ｍの円墳です（写真 10）。この

古墳は周囲に幅５ｍほどの溝を円形に掘り、

溝を掘って出てきた土などを溝の内側に盛っ

て小山のようにし、その中心に遺体を埋葬し

たものです。時がたつと、古墳は崩れてまわ

りの溝がすこしずつ埋まり、その存在は世の

中から消えようとします。しかし、この古

墳ができて約 100 年後（古墳時代後期）に、

埋まりかけた溝の中でわざと壊した土器を埋

めた跡がみつかりました（写真 11）。さらに、

100 年後の奈良時代でも、円墳の横で土地

の神を鎮
しず

めるために土器を埋めた可能性のあ

る穴がみつかりました（写真 12）。

　土器の一部を壊して使えなくして埋めると

いう行為は、その土器を供え物とした祭祀（マ

ツリ）だと考えられています。古墳は地上か

ら消えていきますが、近くに住んでいた人び

との記憶には、そこが神聖な場所、敬わなけ

ればならない場所として残っていたのではな

いでしょうか。

写真 9 竪穴住居と方形周溝墓 写真 10 古墳

写真 11 円墳の周濠から出土した土器 写真 12 土器を埋納した遺構（奈良時代）
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　横山城遺跡は、戦国時代の横山城に関連する遺跡として知られていました。

　今回の発掘調査は、観音坂トンネル関係の県道整備工事にともなって実施しまし

た。調査前には、横山城に関連する遺構が見つかるのでは、と予想していたのですが、

調査の結果、古墳時代終わりごろの古墳と竪穴住居30棟が見つかりました。さらに、

それらの遺構とともに、多数の土器類（須恵器・土師器）が出土しました。
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　竪穴住居は狭い範囲で何棟も重なった状態

で見つかっており（写真 13）、何度も建て替

えされたようです。住居のなかから出土した

土器の特徴から、7世紀頃（約 1400 年前）

のものであることが分かりました。

　出土した土器には須
す

恵
え

器
き

と土
は

師
じ

器
き

がありま

す。土師器は縄文土器以来の野焼きでつくっ

た赤っぽい土器のこと。一方の須恵器は、約

1600 年前に朝鮮半島から伝わった新しい窯

焼き技術で焼かれた土器で、ねずみ色に堅く

焼き上げられています。横山城遺跡から出土

した須恵器のなかには、焼きひずんだものや、

赤っぽい生焼けの製品（写真 14）があった

ほか、窯焼きのさいに使用した窯道具（焼く

ときに土器どうしがくっつかないためにもち

いた土製の台）が出土しました。このような

遺物から、このムラに須恵器の生産にかかわ

る人たちが住んでいたと考えられます。

　古墳は 6世紀（約 1500 年前）のもので、

本来は横穴式石室（石組みで埋葬用の空間を

つくったお墓）だったのですが、残念ながら

後世に石組みの大半を取りのぞかれたため

に、底の石組みが一部残っていただけでした

（写真 15）。しかし、石組みのまわりからは、

亡くなった人へのお供えものを入れたと思わ

れる須恵器の容器や鉄刀等が出土しました。

　どういうわけか、竪穴建物から古墳時代の

耳飾りがみつかりました（写真 16）。集落が

あったとき、古墳もまだ残っていて、村人が

古墳で拾ったのかもしれません。

　このように、今回の調査では目的としてい

た横山城に関係する遺構はみつかりませんで

したが、予想もしない古墳や須恵器づくりの

人々が住んでいたムラのあとを確認するとい

う成果をえることができました。

写真 13 みつかった竪穴住居群 写真 14 生焼けの須恵器

写真 15 わずかに残った石室　 写真 16 耳飾り



20

　今回の発掘調査は、甲賀市教育委員会からの依頼で、土地区画整理事業にともな

う発掘調査を実施しました。この付近は今まで発掘調査があまり実施されておらず、

遺跡の状況はよく分かっていませんでした。調査の結果、古墳時代中期（約 1600

年前）の竪穴住居や、鎌倉時代（約 800 年前）の建物やお墓（土壙墓）が見つか

りました。
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　鎌倉時代の建物は、穴を掘ってそのなかに

柱を直接立てた掘立柱建物とよばれる構造の

ものです（写真 17）。全部で 3棟を確認し

ました。おそらく、屋敷地の一部に相当する

と考えられます。建物の周囲では、土器を埋

め納めた小さな穴も見つかりました。地鎮等

のおまつりに関連する遺構であると思われま

す。また、お墓は建物から少し離れた地点に

あり、長方形の穴（約 2m× 1.5m）を掘って、

遺体をおさめた土
ど

壙
こう

墓
ぼ

で、内部から白
はく

磁
じわ

碗
ん

や

土師皿が出土しています。（写真 18）

　古墳時代の竪穴住居は 3棟みつかりまし

た。いずれも地面に正方形に穴を掘りくぼめ、

その床に柱を立て、屋根を架けた構造です（写

真 19・20）。住居内部の壁際には、生活に

必要なものをおさめたと思われるやや大きな

穴（貯蔵穴）があり、そこから土器が出土し

ています（写真 21）。これらの土器の特徴か

ら、住居は古墳時代中期頃に作られたことが

分かりました。

　このように、今回の調査では、甲賀市域で

も数少ない古墳時代のムラと、鎌倉時代の屋

敷地を確認する成果をえることができまし

た。調査は現在も継続中であり、新たな発見

が期待されます。

写真 17 鎌倉時代の掘立柱建物 写真 18 鎌倉時代のお墓（土壙墓）

写真 19 古墳時代の竪穴住居

写真 20 古墳時代の竪穴住居 写真 21 竪穴住居の貯蔵穴から土器出土
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　国道事業に伴う発掘調

査。縄文時代の土器棺墓・

中世の掘立柱建物・中世

～近世以降の流路・溝等

を検出しました。

　防災工事に伴う測量調

査。単郭式の山城の構造

が良好な状態で遺存する

毛枚北城跡の現況地形測

量図を作成しました。

　砂防工事に伴う発掘調

査。奈良時代の土坑墓等

を検出し、奈良時代頃の

須恵器・土師器が出土し

ました。

　工業団地造成工事に伴

う発掘調査。開析谷を検

出し、埋土中から弥生土

器が出土しました。

　県道事業に伴う発掘調

査。中世の掘立柱建物やそ

れを取り囲むような溝を

検出。近世の井戸や、奈良

時代の瓦も出土しました。

　農村整備事業に伴う発

掘調査。溝・土坑・井戸

等を検出しました。

　県道事業に伴う発掘調

査。シシ垣を検出。シシ

垣には一石五輪塔を転用

しています。

　国道事業に伴う発掘調

査。谷状地形や溝・土坑

等を検出し、縄文土器・

古墳～奈良時代の須恵器・

土師器等が出土しました。

　庭園保存修理事業に伴

う発掘調査。庭園の景石

の状況が明らかになりま

した。

　庭園保存整備事業に伴

う発掘調査。明治時代に

作られた庭園の流れ部分

の発掘調査。築庭当初の

様相が判明しました。
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　県道事業に伴う発掘調

査。ピット・土坑・溝等

を検出。溝内から，7世

紀後半頃の須恵器が多量

に出土しました。




